
醇
匡
唱
禺
ぐ
ｇ
言
閉
將
局
目
自
国
（
一
八
六
五
’
一
九
二
五
）
（
以
下

「
ワ
ッ
セ
ル
マ
ン
」
）
は
一
九
世
紀
に
”
．
【
（
）
８
の
研
究
室
で
顧
昌

国
己
門
戸
”
旨
冨
ａ
国
①
霞
閏
》
北
里
柴
三
郎
ほ
か
著
名
な
細
菌
学

者
と
共
に
研
究
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
研
究
室
に
入
っ
た
の

は
二
十
五
才
の
時
で
（
一
八
九
一
）
、
そ
の
後
一
九
一
三
年
ま
で
二

十
二
年
間
こ
の
研
究
室
に
お
り
梅
毒
血
清
診
断
法
に
補
体
結
合
反

応
を
応
用
し
た
の
で
あ
る
二
九
○
六
）
。

当
時
免
疫
血
清
学
上
の
重
要
な
発
見
が
、
ｚ
昌
邑
（
一
八
八
八
）

勺
．
祠
胃
胃
買
一
八
九
一
）
に
よ
り
行
わ
れ
て
そ
の
幕
開
け
と
な
り
、

罰
．
勺
国
庫
閏
に
よ
る
溶
菌
現
象
の
発
見
が
補
体
結
合
反
応
の
出

発
点
（
一
八
九
四
）
と
な
っ
た
。
］
・
園
○
己
曾
は
さ
ら
に
溶
菌
現
象
を

研
究
し
て
い
る
が
、
彼
の
見
出
し
た
正
常
血
清
中
に
存
在
す
る
非

耐
熱
性
物
質
が
最
初
ど
①
〆
冒
と
い
わ
れ
、
そ
の
後
向
画
昌
ｇ
陣

40

梅
毒
血
清
診
断
ワ
ッ
セ
ル
マ
ン
反
応
と

日
本
へ
の
紹
介
に
つ
い
て

会
田
恵

冨
日
鴨
胃
○
吾
に
よ
り
且
昌
冒
の
具
さ
ら
に
８
冒
亘
①
目
ｇ
兵
一
八

九
九
）
と
呼
び
、
そ
の
後
こ
の
補
体
と
い
う
名
称
が
一
般
的
と
な
っ

て
来
て
い
る
。
因
み
に
シ
ロ
三
ａ
５
円
（
抗
体
）
シ
昌
侭
２
（
抗
原
）

の
名
称
が
こ
の
頃
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
。
続
い
て
］
．
国
Ｃ
ａ
里
陣

○
・
⑦
①
侭
○
ロ
二
九
○
一
）
が
溶
血
現
象
を
起
す
補
体
の
研
究
か
ら

補
体
結
合
反
応
の
原
理
と
方
法
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
方
法
を

ワ
ッ
セ
ル
マ
ン
が
少
．
ｚ
①
開
国
ゞ
○
・
画
目
鳥
と
共
に
梅
毒
に
応
用

し
発
表
し
た
の
が
一
九
○
六
年
で
あ
る
（
同
ヨ
①
の
四
○
ｇ
畠
冒
○
⑳
房
胃

需
國
目
９
房
耐
旨
三
房
，
ロ
．
旨
・
言
・
雷
当
ら
‐
三
食
己
急
）
。
こ
の
中

の
方
法
の
要
点
は
抗
原
と
し
て
遺
伝
梅
毒
で
死
亡
し
た
胎
児
の
肝

臓
浸
出
液
を
猿
に
接
種
し
、
同
時
に
補
体
と
し
て
新
鮮
な
正
常
モ

ル
モ
ッ
ト
の
血
清
を
加
え
て
、
溶
血
を
み
な
け
れ
ば
補
体
が
抗
原

抗
体
反
応
に
結
合
し
利
用
さ
れ
て
陽
性
、
溶
血
を
み
れ
ば
補
体
が

結
合
せ
ず
残
っ
て
い
て
陰
性
と
診
断
さ
れ
る
。

原
法
に
つ
い
て
は
、
特
に
抗
原
に
つ
い
て
【
Ｆ
ｇ
８
訂
自
国
ら

に
よ
り
梅
毒
脂
質
抗
原
が
研
究
さ
れ
（
一
九
○
七
）
、
続
い
て
各
研

究
者
に
よ
り
改
良
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
野
口
英
世
も
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
研
究
所
で
行
な
っ
て
お
り
（
一
九
二
）
、
ま
た
扇
①
昌
目

口
国
唱
○
の
尉
呉
野
呂
罠
巴
（
一
九
一
三
）
を
出
版
、
そ
の
中
に
梅
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毒
皮
膚
反
応
を
紹
介
し
て
い
る
。
同
書
は
赤
津
誠
内
に
よ
り
邦
訳

さ
れ
て
い
る
（
一
九
一
八
、
大
正
七
年
南
江
堂
、
二
二
六
頁
）
。

因
み
に
ワ
ッ
セ
ル
マ
ン
と
コ
ッ
ホ
研
究
所
で
共
同
研
究
者
と
し

て
高
木
友
枝
が
活
躍
し
て
い
る
が
、
破
傷
風
の
抗
毒
素
の
共
著
論

文
が
あ
り
、
明
治
三
十
年
二
八
九
七
）
頃
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
後

論
文
は
み
ら
れ
な
い
。
ワ
ッ
セ
ル
マ
ン
反
応
の
本
邦
へ
の
紹
介
に

つ
い
て
は
一
九
○
八
（
明
治
四
一
年
五
月
）
日
本
皮
膚
科
学
会
第
八

回
総
会
で
伊
東
徹
太
に
よ
り
「
梅
毒
の
血
清
診
断
に
就
い
て
」
と

題
し
て
紹
介
さ
れ
た
の
が
最
初
と
み
ら
れ
る
・
そ
の
翌
年
に
は
（
一

九
○
九
、
明
治
四
二
年
）
東
京
医
学
会
で
土
肥
慶
蔵
、
伊
東
徹
太
に

よ
り
「
徽
毒
血
清
診
断
実
験
報
告
」
が
行
な
わ
れ
、
八
十
二
名
の

患
者
に
つ
い
て
ワ
氏
試
験
を
行
な
い
、
徽
毒
の
診
断
に
は
極
め
て

必
要
と
結
ん
で
い
る
。
ま
た
同
明
治
四
十
一
年
十
二
月
発
行
の
皮

膚
科
及
泌
尿
器
科
雑
誌
（
八
巻
）
に
は
京
都
医
学
会
雑
誌
（
五
巻
三

号
）
か
ら
と
し
て
大
谷
国
吉
よ
り
「
徽
毒
ノ
血
清
診
断
法
二
就
テ
」

解
説
が
み
ら
れ
る
。
大
谷
の
学
位
論
文
は
「
少
量
血
清
に
よ
る
梅

毒
補
体
結
合
反
応
」
で
あ
る
。
ま
た
同
誌
に
ワ
ッ
セ
ル
マ
ン
、
ナ

イ
セ
ル
、
ブ
ル
ッ
ク
氏
の
反
応
の
論
文
ｅ
、
三
・
言
ら
房
Ｚ
。
．
こ
‐

イ
セ
ル
、
ブ
ル
ッ
ク
氏
の
反
応

届
）
の
抄
録
を
紹
介
し
て
い
る
。

テ
」
が
三
十
五
頁
に
述
べ
ら
れ
て
あ
り
、
同
じ
く
同
総
会
で
伊
東

徹
太
・
飯
田
英
作
に
よ
り
「
徽
毒
血
清
ノ
沈
降
反
応
二
就
テ
」
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
明
治
四
十
三
年
の
同
誌
（
十
巻
）
に
は
徽
毒
血
清

診
断
に
つ
い
て
多
く
の
報
告
が
み
ら
れ
、
「
娼
妓
二
於
ケ
ル
ワ
氏
の

診
断
」
な
ど
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

明
治
四
十
五
年
四
月
に
は
「
ワ
ッ
セ
ル
マ
ン
氏
徽
毒
血
清
診
断

法
」
が
阿
久
津
三
郎
、
坂
口
勇
、
中
川
芳
三
郎
共
述
で
出
版
さ
れ

て
い
る
が
（
南
山
堂
二
一
四
頁
）
、
ワ
氏
反
応
の
変
法
及
び
簡
便
法
に

つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
柏
崎
市
・
会
田
医
院
）

翌
明
治
四
十
二
年
に
同
誌
に
は
（
第
五
号
）
論
説
に
土
肥
慶
蔵
．

伊
東
徹
太
に
よ
り
同
年
三
月
日
本
皮
膚
科
学
会
第
九
回
総
会
演
説

の
「
ワ
ッ
セ
ル
マ
ン
、
ナ
イ
セ
ル
及
ブ
ル
ッ
ク
三
氏
ノ
血
清
診
断

法
ノ
実
験
附
所
謂
対
抗
素
ト
シ
テ
ノ
ク
オ
リ
ン
ノ
新
応
用
二
就
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